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３月１7 日（木）別子中学校では、「学び創生事業」第

4 期生 5 名の卒業式が行われました。 

それぞれが、学び舎を後に旅立つ時を迎えました。 

今年度も、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

に配慮しながらの卒業証書授与式となりました。 

この２年間は、コロナ禍と言う事で、学校行事につき

ましても思い通りの開催が出来ず寂しい思いも感じなが

らの学校生活が続いたものと思います。 

これから、それぞれがまた新しいキャンパスでスポー

ツや勉強に励み、素晴らしい未来を勝ち取ってくれるこ

とを期待したいと思います。 

笑顔いっぱいで巣立った卒業生は、近い将来必ずや別

子山地域の輝かしい未来きり開く存在になってくれるも

のと期待を込めて、おめでとうの言葉を贈り 

たいと思います。 
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 ３月９日（水）片道３時間程で到着し、集落活動センター「ゆすはら西」では、地域特性を最大限に生かした取り組みを研修

いたしました。 

概要は、鳥獣捕獲・加工販売（ジビエ活用）・自然学校・森のようちえん等に取組まれており、特にジビエの利用拡大と組織づ

くりについて詳しく説明頂きました。 

 説明頂いたのは、地域おこし協力隊として梼原町に移り住み、その後梼原の平成３０年４月に運営開始された獣肉解体処理施

設で勤務されている平脇さんで、集落活動センターの事業概要から獣肉解体処理施設の概要・町内の「イノシシ・シカ」の捕獲

状況や運営体制の整備、さらには梼原ジビエの稼働状況について詳しくご説明頂きました。 

 特に専用の獣肉解体処理施設の整備とジビエカーと言う移動式の解体処理車を保有するなど、稼働状況を見ても町内で捕獲さ

れたイノシシ・シカの４割弱がジビエに生まれ変わり、限りある資源とは言え希少価値のある産品として営業販売が行われてお

り、地域資源をお金に変える仕組みづくりが出来ている事に関心いたしました。 

 近年、別子山地域でも鳥獣被害が増加しており、作物生産農家では大変な被害を被っておりますので、鳥獣被害対策・捕獲鳥

獣の活用が地域全体の願いでもございます。 

 今後、別子山地域においても梼原町の様に、地域資源をうまく利用し、被 

害対策を含めた活用を実行に移せるように取り組みたいと考えております。 

さらに、久万高原町で獣肉加工施設「マタギの郷かわせ」を訪れ研修させ 

ていただきました。ここは、害獣のイノシシやシカを捕獲・解体・出荷の行 

程を一貫して手掛けており、スライスした肉を食品乾燥機で乾かし包装して 

ペットフードとして道の駅などで販売しておられます。商品化に向けて手掛 

けたご本人から、様々な苦労話をお話しいただき、非常に参考になりました。 

施設設備が整えば、様々なジビエ商品が開発でき、商品化に結び付けるこ 

とが出来ると思われますので”別子山地域の未来を考える会”でも、今後整備 

予定の観光交流施設整備に合わせ関係課と調整し、施設整備に活かせるよう 

要望したいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月も後半を迎え、松山では標本

木のソメイヨシノの開花が発表さ

れました。 

別子山の桜はまだまだ固いつぼみで、朝晩の冷え込みがなか

なか身体に応えます。季語どおり、花冷えの時期です。 

 今年度も令和２年から続く新型コロナウイルス感染症に振

り回された一年でしたが、３月２1 日で、まん延防止等重点措

置がすべての県で解除されました。ですが、感染者が日毎に高

止まりで推移している状況ですので、人の往来が激しくなりま

すとリバウンドの懸念があります。 

マスクの着用や手洗い３密の回避など基本的な感染対策を

十分とることが重要です。 

 昨年度も同時期に緊急事態宣言が解除されましたが、すぐに

新たな変異株が猛威を振るいました。今年は収まりを見せてく

れる事を願いたいものです。 

 さて、新年度がやって参りました。先ずは、様々な事業が予

定通り実施できることを願いますが、それぞれの事業の実施判

断は、その場その場の状況に合わせたやり方で無理をせず行う

ことが大切と考えています。何より皆さんの健康状態を害する

ことの無い様に実施出来たらと思います。これからも皆様のご

支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

気温も上昇し花の便りが届き始めると、過ごしやすい時期を

迎えますが、季節の変わり目ですので、感染症のみならず身体

には十分注意をしてお過ごしください。 

 

 

※本を借りる場合は「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

新居浜市立図書館 

℡ 0897-32-1911 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区にや

ってきます。みなさん是非ご利用ください。 

 ４月は、２１日（木）に巡回します。 

別子小中学校 １３：００～１４：００ 

第５５回にいはま春の市民文化祭を次の日程で行います。 

ぜひご来場ください。 

【芸能の部】 

 第１部 ４月９日（土）１３：００～ 市民文化センター中ホール 

民謡、日舞、フラダンス、詩吟、尺八、ダンス 

     ４月１６日（土）１３：００～ 市民文化センター大ホール 

日舞、尺八、詩吟、筝曲、フラダンス、バレエ 

     ４月１７日（日）１３：００～ 市民文化センター大ホール 

和太鼓、三味線、クラシックギター、舞踊、フラダンス、 

よさこいダンス 

     ４月２４日（日）１４：００～ 市民文化センター大ホール 

（新居浜市民吹奏楽団スプリングコンサート） 

【美術の部】 

会 期 ４月１０日（土）～１８日（日） 9：30～17：00 

最終日は15：00まで、４月１２日（月）は休館日です。 

日本画・写真・デザイン・版画・華道・洋画・書道・絵手紙文芸 

（短歌・俳句・川柳）・工芸（陶芸・美術工芸・彫塑立体） 

入場料無料 

お茶会 ４月１０日（土）10：30～15：00 呈茶料２５０円 

 場 所 あかがねミュージアム 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、全国的に

減少傾向にあり、政府は、３月２１日をもって東京都

など１８都道府県に出されていた、まん延防止等重点

措置を解除いたしました。しかしながら、愛媛県内で

の新たな陽性者の確認は依然として高い水準で推移

しております。 

これから「年度替わり」や「お花見」の時期を迎え

るにあたって、以下の注意事項につきましてご理解ご

協力をお願いします。 

「年度替わり」の注意事項 

① 県外との不要不急の出張・往来自粛 

➤ 転入（転勤・転居など）や往来・出張などによ

る感染の持ち込み・持ち帰りに注意 

② 会食ルールの遵守 

➤ 歓送迎会や卒業・入学のお祝い等の恒例行事

は、特に注意 

「お花見」の注意事項 

◦「お花見は、家族など身近な人と少人数、短時間

で十分な感染対策を実施の上で行って下さい。 

住宅用火災警報器を「まだ設置していない」若しくは「機器

を交換したい」場合は、各個人で機器を購入して取付けや交換

することとなりますが、６５歳以上の世帯又は個人で「取付け」

が困難な方につきましては消防職員による無料の取付け支援

を令和４年４月から実施します。 

取付けを希望される方は消防本部予防課（６５－１３４２）

へ申し込みしてください。 

【住宅用火災警報器の取付けの流れ】 

（１）家電量販店やホームセンター等で「煙式」の住宅用火災

警報器を購入する。 

   各個人において事前に住宅用火災警報器を購入してく 

ださい。 

（２）購入後、消防本部予防課へ連絡する。 

（３）取付け日時 平日 9:30～17:00 の間（土日祝日を除く） 

ご希望の取付け日時を決定してください。 

※火災予防条例により（寝室等）には「煙式」の住宅用火災警

報器を設置することが義務付けられています。購入する際には

必ず設置必要個数を購入するよう注意してください。 

また、リビングや台所への取付けもお勧めします。 

 そして、住宅用火災警報器は義務設置になってから約１０年

が経過しましたので、すでに設置されているご家庭につきまし

ては１０年を目安に新しいものと取替えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

寝室及び二階に寝室がある場合の階段は「義務設置」寝室以外

は「自主設置」 

 


